
盂蘭盆会

法要のご案内

お盆期間 7月13⽇（⽉）〜7月16日（金）
8月13⽇（⽊）〜8月16日（日）

※地域によりお盆の時期に違いがあります

日時 令和8年7月12日（日）午前11時
場所 講安寺本堂
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塔婆は施主、施主以外の方もお申込みいただけます。
◆当家先祖代々塔婆 ◆故人戒名塔婆 も承ります。

・塔婆料 一本三千円（小塔婆）
・回向料（布施）

＊お布施 志納＊

お振込先

三井住友銀行 上野支店 （普）7831176 

講安寺代表役員池田紗都

（コウアンジダイヒョウヤクインイケダサヅ）

現金書留送り先

〒113-0034 東京都文京区湯島4-12-13

講安寺宛

同封致しましたお葉書に必要事項をご記入の上、郵送にてお申込みく
ださい。塔婆料、お布施は当山銀行口座へお振込みいただくか、現金
書留、来寺いただいた時にお納めください。

●7月3日（金）までにお申込み願います
（7月3日までにお葉書を投函ください）

※法要後、巣鴨墓地へお参りに行かれます方はお寺でタクシーの手配をいたします。返信葉書の

備考欄にその旨お書きください。

令和８年５月令和８年５月令和８年５月令和８年５月19191919⽇施餓⻤会法要の報告⽇施餓⻤会法要の報告⽇施餓⻤会法要の報告⽇施餓⻤会法要の報告

去る5月19⽇、無事に施餓⻤会法要を厳修いたしました。平⽇にもかかわら
ずお参り下さいました檀信徒の皆さまありがとうございました。今年から始ま
りました「お菓子供養の会」には13名ご参加くださいまして、その方々のご志
納でご用意させていただいたお菓子を、今年新盆をお迎えの檀家様へお配りす
ることができます。来年以降も続けていきたいと思いますので是非ご参加くだ
さい。
お寺では皆様とともに供養する機会が何回かございまして、春秋の彼岸、盆
などですが、実は施餓⻤供養こそお参りいただきたい法要なのです。彼岸や盆

は、自分の家のご先祖さまに対して供養する大切な法要でして、念仏をして供
養すると同時に⾃分の念仏往⽣を願うことができます。対して施餓⻤会という

法要は、ありとあらゆる命、つまり自分のご先祖にとどまらず多くの者たち、
そこには法要の起源となった餓⻤道に堕ちてしまった餓⻤も含みますが、「無

縁」と呼ぶそれらすべてに対して供養をするのです。供養の仕方も、「百味飲
食の施し」を行うという点が特別です。食べ物や飲み物をお供えし陀羅尼とい
う呪⽂をとなえ供養します。餓⻤に施す善根をご先祖に振り向けますので、有

縁も無縁も供養することができる法要なのです。お施餓⻤法要では是非餓⻤道

に堕ちたものたちへお供物をお供えください。
「お菓⼦供養の会」からのお菓⼦も施餓⻤会でお供えさせていただきました。

ありがとうございます。



幸せなときこそお参りを 講安寺

ご希望の家には盆のお経をあげに伺わせていただきます。

棚経申し込み用紙は今年から同封いたしませんので、ご

希望の方は直接お寺までお申込み下さい。

棚経の

ご案内

https://koanji1606.jp/講安寺ホームページ

講安寺本堂阿弥陀如来像の後ろに極楽浄土の蓮池が描か

れた壁画がありましたが、本堂修繕工事の際に一度外して

おりました。こちらは裏書が無いため作者不明、正確な年

月日も不明ですが今まで一度も修繕されておらず令和の時

代まで本堂にあったものです。経年劣化が激しく破れてい

たり染みも多く、修復するかどうか判断しなければなりま

せんでした。

表具職⼈によりますと、おそらく江⼾中期以降とのこと

ですが、彩色をし直す場合は相当な費用がかかるとのこと

でした。住職、寺族ともに大変悩みましたが、本尊周りの

荘厳を整えたい思いと、300年余りの年月守られてきた絵

を諦めたくない思いが強く、絵として最低限の修復を決意

いたしました。

念願の空調が6月頭に稼働

いたします。文化財建造物の

ため、本堂の壁に穴をあける、

天井に埋め込みの工事をする

ことが認められないため、置

き型の空調機しか設置できま

せんでした。昨年夏はスポッ

トクーラーを導入いたしまし

たが堂内を冷やすには及ばず

参詣の皆さまには大変な暑さ

のなかお参りいただいており、

申し訳ございませんでした。

快適な空間でお参りできます

よう努めてまいります。

現在、表具職人のもとで慎重に修復作業が行われております。贅沢な総金で見事に蓮池を再現し

ており、修復は大変丁寧に進めていただいており、年末か年明けには木枠にはめ込み本堂に戻され

る予定です。極楽の様子を阿弥陀さまと一体として手を合わせていただけるよう進めておりますの

で楽しみにしていただけると幸いです。

檀家さんから檀家さんから檀家さんから檀家さんから

寄せられた俳句のご紹介寄せられた俳句のご紹介寄せられた俳句のご紹介寄せられた俳句のご紹介

・不忍の 雨に打たれて 蓮の花

・北還る 鳥もありけり 不忍や

・五月雨や 尼の読経 講安寺

・寺門前 雨足見るや 僧一人

・岩崎の 塀の隙から 雨蛙

檀家・三沢清之助

講安寺本尊後ろの壁画修復

空調設備


